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背景と⽬的

 家畜排泄物は悪臭や⽔質汚濁などの原因となり，畜産経営の⼤規模化に伴って処理しきれなくなりつつある。これを堆肥化す
るには⽔分調節のための副資材を必要とするが，従来使われてきたオガクズや稲わら等が品不⾜となったことも事態を悪化させ
る⼀因となっている。⼀⽅，緑化樹の剪定枝葉や間伐材等の⽊質物は分解しにくいことから，利⽤されずに廃棄されることが多
い。そこで，⽊質物を副資材として家畜排泄物の⽔分を調節し，腐植⾷性⼟壌動物を導⼊して⽊質物の分解を促進することによ
り，安価で良質な堆肥製造技術を開発することを⽬的として研究を⾏った。

成 果

 ⽜糞と⽊質物を混合して林の中に放置すると，カブトムシの幼⾍，ワラジムシ，オカダンゴムシ，ヤケヤスデ，シマミミズな
どが集まってくる。これを⼤量に飼育・増殖させるに当たり，⽜糞は排泄後２週間以上経過したものが⾍の⽣存率が⾼く，⽊質
物は広葉樹のチップが好まれた。

 ⽜糞の含⽔率は約80％である。これにウッドチップを天⽇乾燥して含⽔率を約５％に落としたものを容積⽐で１︓１の割合
で混合すれば，含⽔率は65〜70％になる。混合物の温度は５⽇⽇に65℃に上昇して醗酵が進み，アンモニア臭は10⽇後に
2.5ppmに，20⽇後に0.5ppm以下に減少した。このことから，ウッドチップは⽔分調節材として有効であり，また，優れた消
臭効果があることが明らかになった。

 ⽜糞，チップ混合物を１か⽉間，７〜10⽇に１回切り返しを⾏い，発熱醗酵を終えてからカブトムシ幼⾍を導⼊すると，シ
マミミズも増殖し，堆肥体積の減少速度が促進された。⽜糞を使わずにウッドチップだけで堆肥にする場合，３か⽉経過しても
コマツナの発育障害がみられたが，⽜糞を混合すると２か⽉⽬から肥料効果を⽰した（写真１）。堆肥枠周囲のサクラも⽜糞チ
ップ混合物に多くの根を伸ばしたことから，樹⽊の発根促進にも役⽴つことが明らかになった。また⽜糞チップ混合物で⾼密度
でヤスデやシマミミズを飼育して得られた⾍糞混合物は、⽜糞＋ナラチップ堆肥より更に優れた肥料効果を⽰すことから（写真
２），⼟壌動物を導⼊することは肥料成分の増加にも役⽴つことが確認された。

 

写真１. ⽜糞，ウッドチップ混合堆肥の肥料効果（８⽉19⽇〜９⽉８⽇コマツナ栽培）

左︓⽜糞＋サクラチップ83⽇⽬ 中央︓対照区 右︓サクラチップのみ98⽇⽬

 

写真２. ヤスデ等⾍糞混合物の肥料効果（７⽉27⽇〜８⽉17⽇コマツナ栽培）

左︓⽜糞＋ナラチップ１年⽬ 中央︓ヤスデ等⾍糞区 右︓対照区

 以上の結果をふまえ，家畜排泄物処理技術の⼀つとして，ウッドチップを副資材とし，⼟壌動物を導⼊した堆肥製造法を開発
した。図１の⼿順に従って堆肥を製造すれば，悪臭の低減，有機性廃棄物の有効利⽤，良質堆肥の供給，ペット⽤品（カブトム
シ，釣り餌⽤ミミズ）の産出など，多くのメリットが予想されるので，リサイクル社会にマッチした⼿法である。

 

図１. ⼟壌動物を導⼊した⽜糞，ウッドチップ混合堆肥製造⼿順

 なお，本研究は農林⽔産技術会議総合的開発研究「環境保全のための家畜排泄物⾼度処理・利⽤技術の確⽴」による。
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